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日本豆乳協会 

2024年度 1－6月期の豆乳生産量は、193,279㎘、101.4％に回復 

～4－6月期においても、103,055㎘で、103.6％と増加～ 

 

日本豆乳協会（事務局：千代田区二番町 会長：山﨑 孝一 キッコーマンソイフーズ

株式会社 代表取締役社長、事務局長：杉谷 智博、以下豆乳協会）では、2024 年 1－6

月の上半期における豆乳市場の動向について検証したところ、豆乳類全体の生産量は

193,279㎘（前年同期比：101.4％）と、2021年より停滞していた豆乳市場が、4年ぶり

に回復しました。 

 

2024 年上半期における生産量を分類別に見ると、2008 年より増加傾向にあった「豆乳

（無調整）」の生産量はさらに伸長し、63,443㎘（104.5%）を記録しました。また、最

も多く流通している「調製豆乳」においても 92,283㎘（100.9％）、「果汁入り豆乳飲

料」は、7,949㎘（101.1％）と伸長しています。コーヒーや紅茶などの「フレーバー系

の豆乳飲料（その他）」は 23,389 ㎘（96.9％）、主に業務用を用途とする「その他」

のカテゴリーにおいても、6,217㎘（97.9%）となり、豆乳市場全体としては回復基調に

あります。出荷量においても生産量と同様の傾向を示しています。 

 

このように、あらゆる食材、飲料の値上げが進む中で、豆乳市場が 4年ぶりに回復した

要因として、健康志向層の増加、プラントベース飲料への興味・関心の高まりといった

市場環境の中で、多くの生活者が、健康的な生活を意識し、効果が期待できる豆乳に回

帰していることが推察されます。また、豆乳協会では、このような背景から、近年、研

究者の協力を得ながら、積極的に豆乳の成分の訴求を行っています。栄養価が高く、ロ

ーカロリーな無調整豆乳や調製豆乳をオンラインでまとめて購入し、豆乳を習慣的に飲

用している“リピートユーザー”と“ヘビーユーザー”層の急拡大も要因の一つとして

挙げられます。 

 

豆乳協会では、引き続き、国民一人あたりの豆乳（類）年間飲用消費量を 4ℓに増加させ

（2023年 3.2ℓ / 総人口 12,500万人）、年間総生産量を 50万㎘にすることを目標に、

豆乳に対する人々の理解や関心を高めるため、年間を通じて様々な啓発・啓蒙活動を展

開していきます。 

 

 

 

 

 

 



 

 
なお、上記はあくまで速報値で、8月には、4－6月期の詳細の数値と合わせ、発表しま

す。 

 

 

 

（参考） 

日本豆乳協会は、豆乳および豆乳製品の普及を第一の目的に啓発活動を行っています。

1979 年（昭和 54 年）9 月 1 日の設立以来、豆乳メーカー各社が会員となり、メーカー

同士の親睦や情報交換、さらには他の機関や団体との協調を図っています。豆乳類の製

造、加工、品質、流通に関する研究はもちろん、業界の健全な育成、発展に寄与するこ

とをミッションに日々、豆乳の普及や期待される効果・効能の啓発活動を推進していま

す。毎年 10月 12日を「豆乳の日」と定め、業界全体を巻き込んで豆乳の普及に向けた

様々な活動を展開しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本件に関する報道からのお問い合わせ先＞ 
 

日本豆乳協会広報事務局 
 

㈱VAインターナショナル 
田中／岩野 

メール：vai@va-intl.co.jp 
TEL:03-3499-0016 FAX:03-3499-0017 

     


